
長 崎 県 地 学 会 誌 第 13号 (1969)

1 まえがき

島原半島南部北有馬町田平地域は ,洪積世前期

ロノ津層群の上部層である砂質シル トよりなる北

有馬層 (大塚裕之 ,1.9.66)が広く分布 してい

る。この海成層からは ,貝イヒ石のほか ,有子L虫イヒ

石が多産する。貝イヒ石についてはすでに ,木誌第

3号 (1964a)で 発表したが ,今回は有子L虫

イヒ石についてのべてみる。

島原半島南部に分布する古第二系・第四系の海

成層からは有子L虫イヒ石が多産する。これらのうち古

古第二系のものについては浦田英夫 (1959)
の研究があるが ,第四系については大江貝層に関

する有明海研究グループ (1965)の 研究があ

るのみである。

筆者は ,こ の地域の地史究明の目的のため有子L

虫イヒ石の研究に着手し ,その概要を知り得たので

報告する。正確な産地別・層準別の詳細な記載は,

次国にゆずることにしたい。なお ,産地付近の地

質などについては ,本誌第 3号 (1964a)お

よび本号の図を参照されたい。

本研究に際し ,有子L虫イヒ石の鑑定は ,大阪市立

自然科学博物館長千地万造博士にご指導を受けた。

厚く感謝する次第である。

2有 予L虫化 石群集の概要

田平地域の北有馬層より30種の有孔虫化石を

検出したが ,現在も引き続き抽出中である。これ

らの群集について現在までに知 り得た資料では ,

早  田 常 盤 (口 加高校 )

次のような特徴が指摘できる。

(1)NOnlon属 ,CibiCides属 の種が多

(2)砂質有子L虫のTextularia属 の種 もか

なり含まれる。また浮遊性のG10bigerina

属の種も相当数抽出できた。

(3)汽水内湾性の AmmOnia beccarii

キスイコマハリガイ ,暖流浅海種のHanza―

waia nipponicaセ ッキヒラハリモド

キ ,暖流浅海内湾性種の NOn10n man―

pukuJlenseヒ ラマキハ リガイ,浅海性

種の Quinqueloculina lamarck―
ianaミ スミゴヘヤシラガイ,Quinque―
10culina 'ulgarisマ ルゴヘヤシラ

ガイなどの現生種が産出する。従って ,こ のi

海成層は暖海汽水～内湾性堆積物であること

が推定される。

ロノ津層群北有馬層のイヒ石層厖図(図説明 )

0)灰自色～灰色の凝灰質砂質シルト(岩 )層

(リ  シルト(岩 )層の下部は ,粗粒砂および古

期円礫が多くなり砂礫 (岩 )層 に漸移してい

る。

(c)ノ ミニナ・マメウラシマ ●マガキ ●ヤグラ

ニシキなどの内湾性の貝化石のほか ,多量の

小型有子L虫イヒ石を多産する。

これらの貝イヒ石の中で Chlamys yagurai

ヤグラニシキ以外は ,現生種である。

① 沖積平野を南北に流れる澱粉工場寄りの河床
で ,巻貝・二枚員のほか ,腕足類のコカメガイ
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の化石が若干みいだされる。② よりもイヒ石の採

集は容易である。

② ① と同 じく ,こ こでも腕足類のイヒ石が含まれ
ている。

③ 軟弱な砂礫層に ,ヤ グラニシキ。マガキが多
産し ,ま れにウニも発見される。

④ 黄褐色の軟弱な砂礫層に ,偽層理が発達して

い る 。

⑤ マガキの密集帯がみられ ,「 化石の産状」の

観察には最適である。

(a)イヒ石層は ,時代が比較的若いためか産出化

石は石化しておらない。

(リ イヒ石層の下部に大型の貝類イヒ石が多い。

図 北有馬町田平小学校周辺路線図

阿部徹ほか (1966),新 動物図鑑 (上 ),北隆館
P42-64

AsANO,K (1950)`Illustrated
Catalogue Of Japanese Tertiary
SmaHer Foraminifera,TOHO則
University.

有明海研究 グループ (1965),有 明・不如火海
域の第四系 ,地団研専報 ,あ ll,Pl-79

CHIJI,M and SILVIo M.LoPEZ′
(1968):Regional Foraminiferal
Assemblages in Tanabe Bay,Kii
Peninsula Central Japan,Publi―
catiOn  of  the  SetO LIarine

B1010gical LabOratOry,Vol,XVI,
ノ

“

2.

千地万造 (1968),大阪市深層ボーリング

(OD-1)における大阪層群上部の化石有孔虫
群について ,大阪自然科学博41a館研究報告 ,第

2 1菱1月」届J。

大塚裕之 (1966a),国 ノ津層群の層序および

堆積物 ,地質学雑誌 ,Vol.72,あ 8,R371
-384.

一――― (1966),ロ ノ津層群 の地質構造・イヒ

石および対比 ,地質学雑誌 ,Vol。 72,あ 10,

P。 491-501.

早田常盤 (1964a),島 原半島南部地域 産のイヒ

石 (その 1),長 崎県地学会誌 ,第 3号 ,

P.8-ll.

―

   (1964b),島 原半島南部地域産のイヒ

石 (そ の 2),長 崎県地学会誌 ,第 4号 ,

P.4-13。

浦田英夫 (1959),長崎県島原半島南端の古第

二系について (予報 ),九大教養部地学研究報

告 ,あ 6,P.21-28.

(昭和44年 7月 5日受理 )
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北 有 馬 層 産 有孔 虫 イヒ石 表

1.AmlnOnia beccarii(LINN過 )var。  キスィコマハリガイ
2.ム kawaChiensis(CHI」 I)

3.Anomalina flintii CUsIMAN

4.zヽ glabrata CUSⅡ LIAN

5。 AStrononion ga110wayl LOEBLICH and TAPPAN
6.Cibicides lobatuls (Nヽ LKER and JACOB) セツキヒラハリガィ
7.Co refulgens (RねNTFORT)

8.Dentalia decepta(BAGG)

9.Dvocibicides biserialis biserialis CUsIMAN and VALENTIN?

loo EntOsolenia catenulata WILLIANIsOIN

ll.E. hexagOnal 
¬
鴇rILLIALISON

12.E.marginata (lMbNTAGU)

13.Eo lucida WII」 L IIm71soN

14.E.lacunata(BURROlvs and HOLL醐 )

15.Globncassidulina subg10bOsa (BRADY)

16.Hanzawaia nipponica AslllNO セツキヒラハ リモドキ

17.夏: haFnad aen sis AsllNO?

18.Lagcna sulcata splcata CUsHMAN and MCcuLI」 00H

19.L. pliocenica CUsEMhN and GRAY

20.L laeVis(ⅣbNTAGU)ビ ンハリガィ

21.Miliolinella ob10nga(MOINTllGU)

22.NOniOn manpukujiense OTUKA ヒラマキハ リガイ

23.PararOtalia murrayi(HERON=ALLEN and EARLAND)

24.POroeponides cribrorepandus AsANO and UCHINO  フルィコマハリガイ

25。 Quinqueloculina larnarckiana D′ ORBIGNY  ミスミゴヘヤシラガイ

26.Q Vulgaris D′ ORB IGINY マルゴヘヤシラガイ

27.Siphogeneria rOphana (PARKER and JO湘 S)

28.Spiroloculina cOrrlmunis CusEMAN and TOoD  フチ トリヒラタシラガイ
29.Triloculina tricarinata D ORBIGNY カドミヘャシラガイ

30.T.trigonula(Lハ LRcK) ミヘャシラガイ

(注)表中の和名は ,新 日本動物図鑑 (上)(1966)に よる。
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